
火 水

DAY1DAY1
DAY2DAY2



1990年千葉県柏市出身。「共創」をテーマにしたコミュニティマネージャーとして、他分野のコミュニティを横断する事
業を多数手がける。早稲田大学で哲学を専攻後に、外資系コンサルティング企業に勤務。デザインスクールを経て、株

式会社ロフトワークに入社。100BANCH、SHIBUYA QWSの立ち上げに携わる。2017年 株式会社qutoriを創業。
コミュニティマネジメントに特化したプロフェッショナルファーム「BUFF コミュニティマネージャーの学校」、ブランドを応
援するポップアップメディア&コミュニティ「POPAP」、南麻布に位置するCafe&Gallery 「muun」を運営する。

株式会社ロフトワーク シニアディレクター
BUFFコミュニティマネージャーの学校, 創設代表

アイデアと技術で世の中に新しい価値を作り出すアントレプレ

ナーシップ人材を育成しています。1年間を通じて、教育プログ
ラム（「ビジネスプランコンテスト」や「アイデアピッチコンテスト」、

「Tongaliスクール」「海外研修」など）を展開し、学生ひとり一
人が「新しいことに挑戦する」サポートを行っています。

Common Nexus（コモンネクサス、愛称「ComoNe・コモ
ネ」）は、東海国立大学機構が名古屋大学構内に運営する共創

施設です。領域・世代を超えて人々が交わり、発見と出会いから

新しい価値やアイデアを生み出す探究の場として、2025年7月
にオープンしました。

ワークショップの目的とデザイン思考の基本

を学びます。

身近な課題に目を向け、テーマを選定します。

選んだテーマの当事者（ユーザー）の気持ち

に寄り添い、具体的な人物像（ペルソナ）や

関係性を可視化します。

簡単なリサーチやインタビューを通じて、ユー

ザーの抱える本当のニーズや解決すべき課題

の種を見つけ出します。

各チームの発見を共有し、1日目の学びを整
理します。
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問題定義と
アイデア創出

1日目で見つけた課題を元に、取り組むべき
問題を明確にします。定義した問題に対し

て、チームで自由にアイデアを出し合います。
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仲間と打ち解け、チームで課題に取り組み

ます。 数あるアイデアの中から有望なものを選び、

実際に「見える形」「体験できる形」にします。

紙や粘土、寸劇など、様々な方法でアイデ

アを具体化します。

作成したプロトタイプを発表し、他の参加者

から意見や感想をもらいます 。フィードバッ
クを元に、アイデアをさらに良くするための

ヒントを得ます。

2日間の学びを共有し、今後のアクションへ
繋げます。

講師

Common Nexus（ComoNe）連携プログラムとして開催します

このワークショップは、デザイン思考を学び、実践することで、課題解決の具

体的な手法を身につけることを目的としています。日常の学生生活に潜む課

題に目を向け、参加者自身がその課題を発見し、デザイン思考の5つのステッ
プ（共感・問題定義・創造・プロトタイプ・テスト）を体験しながら、具体的な

解決策のアイデアをチームで形にしていきましょう！

プロトタイピング

発表と
フィードバック

全体の振り返りと
クロージング

イントロダクション

チーム
ビルディング

共感と課題発見

進捗共有と
振り返り


